
さ
く
ら
て
ん
し

ぎ
ん
な
ん　

ぎ
ん
ち
ゃ
ん

し
い
た
け　

た
け
ち
ゃ
ん

ゆ
ず
ぼ
う
や

フ
ラ
フ
ラ　
フ
ラ
く
ん

あ
じ
さ
い
ひ
め

森
の
モ
リ
く
ん

物
部　
ア
ユ
ち
ゃ
ん

龍
河
洞　

リ
ュ
ー
く
ん

瀧
の
シ
ブ
キ
ち
ゃ
ん

さ
ん
れ
い　

さ
ん
ち
ゃ
ん

土
佐
打
刃
物　

タ
ン
ち
ゃ
ん

か
り
か
り　

モ
モ
コ
ち
ゃ
ん

や
な
せ
た
か
し

Ｃ

誕生日を迎えられるお子さんの誕生日を迎えられるお子さんの
写真を募集します写真を募集します

 市内の遍路道には、２８

番大日寺から２９番国分寺

までの約８㎞の内、土佐山

田町戸板島から同町松本ま

での約２．３ｋｍがある。

　戸板島の見渡地蔵は、ほ

場整備で北方に移され、ほ

こらが建てられている。石

造線刻六地蔵で、台座には

文字が刻まれている。

　『舟橋板橋　　處木□　奉造為供養　□卯六月

　南無大師辺□金剛　願主関東□野国□　三右門

　敬白』（□は読めない字）

　石像は、重弧蓮座紋と呼ばれる様式で、夜須町

を中心に約２０㎞圏にしか見られず、室町から桃

山期へかけてのものである。戦国時代に群馬県か

ら遍路に来て、同行者が梅雨の増水で遭難したも

のであろうか、疲れをいやした木陰に供養の地蔵

を奉納したものと思われる。

　戸板島にある遍路墓は、寛延４年（１７５１）に

武蔵国の行脚僧がここで没し、戸板島や後免町の

方が墓石を建てたものである。

　舟入川を渡ると、源通寺に向かう人家角に御影

石の丁石（　１）※が建っている。遍路に尽力した

信念（真念）が信士・信女の供養のため、元禄年

間に道しるべとして、建てさせたものである。

　さらに進むと、角に砂岩丸石の丁石（　２）があ

る。これには、『明和６年（１７６９）左へ』と刻ま

れている。南方の人家の角にも御影石の（　３）丁

石がある。『右へんろ道』とある。これは、京都

蛸薬師通りの一文字屋が父母のために六願し、建

てたものであり、江戸中期のものと考えられる。

　松本の大師堂遍路小屋は、平成１９年に松本や

岩村集落の方によって改築された。この大師堂は、

岩目甚兵衛によって宝永年間（１７０４～１７１０）

に開基され、安政３年（１８５６）に改築されてい

る。今回の改築整地工事で、供養碑が見つかった。

碑は、文化１０年（１８１３）宇和島の元介の子与

作が５歳で亡くなり、松本村の清之丞を願主とし

て建立されたも

のであった。

（香美史談会） 

※一町（丁）は

約１０９mで、

一町ごとに置か

れた通路標識。

　

◆
市
内
で
お
勧
め
の
紅
葉

（
第
６
回
か
み
か
み
ク
イ
ズ

応
募
か
ら
）

日
ノ
御
子－

繁
藤
線
の
道
路
沿

い
に
、
川
の
流
れ
に
沿
っ
て
た

く
さ
ん
の
も
み
じ
が
あ
り
ま
す
。

峠
の
あ
た
り
は
、
他
の
木
々
も

紅
葉
し
、
気
持
ち
よ
く
過
ご
せ

ま
す
よ
。◇　

　

◇　
　

◇

笹
温
泉
上
約
１
㎞
。
右
手
の
山

が
き
れ
い
で
す
よ
。

◇　
　

◇　
　

◇

べ
ふ
峡
も
き
れ
い
だ
け
ど
、
セ

レ
ネ
横
の
い
ち
ょ
う
も
き
れ
い

！
北
岸
の
い
ち
ょ
う
の
ポ
ツ
ポ

ツ
も
美
し
い
で
す
ね
ネ
。

◇　
　

◇　
　

◇

　

71
通
の
応
募
の
う
ち
、
市
内

の
お
勧
め
の
紅
葉
は
、
『
べ
ふ

峡
』
と
い
う
方
が
圧
倒
的
に
多

く
、
ほ
か
に
轟
の
滝
、
大
荒
の

滝
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

 

私
は
情
報
シ
ス
テ
ム
工
学
博

士
後
期
課
程
の
１
年
生
で
、
昨

年
４
月
に
中
国
の
山
西
省
か
ら

来
ま
し
た
。
今
は
篠
森
研
究
室

で
視
覚
心
理
物
理
学
を
勉
強
し

て
い
ま
す
。
私
の
故
郷
は
自

然
、
歴
史
文
化
に
恵
ま
れ
た
所

で
す
。
今
日
は
私
の
大
好
き
な

山
西
省
を
紹
介
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

山
西
省
に

は
世
界
遺
産

が
３
つ
あ
り

ま
す
。
五
台

山
と
平
遥
古

城
と
雲
崗
石
窟
で
す
。
五
台
山

は
日
本
の
遣
唐
使
も
訪
れ
た
聖

地
で
す
。
平
遥
古
城
は
、
明
代

か
ら
引
き
つ
が
れ
て
き
た
昔
の

町
並
み
と
城
壁
が
残
っ
て
い
ま

す
。
雲
崗
石
窟
は
崖
に
彫
ら
れ

た
巨
大
な
石
仏
で
、
見
た
人
は

驚
き
感
動
し
ま
す
。

　

山
西
省
は
黄
河
中
流
に
位
置

し
、
高
い
山
、
丘
陵
地
、
黄
河

支
流
が
あ
る
複
雑
な
地
形
が
特

長
で
す
。
中
国
歴
史
上
唯
一
の

女
皇
帝
と
関
羽
を
輩
出
し
た
こ

と
で
有
名
で
す
。
長
い
歴
史
が

あ
り
ま
す
。
今
ま
で
判
っ
て
い

る
歴
史
記
録
は
３
千
年
で
す
。

そ
の
た
め
山
西
省
は
『
中
国
の

古
代
文
化
発
祥
地
』
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

豊
富
な
鉱
物
も
あ
り
、
石
炭

生
産
量
は
中
国
一
で
、
全
国
生

産
量
の
４
分
の
１
以
上
で
す
。

ま
た
山
西
酢
は
中
国
一
お
い
し

い
酢
と
し
て
有
名
で
す
。
古
酢

は
珍
品
で
す
。
材
料
は
発
酵
コ

ウ
リ
ャ
ン
で
、
色
と
い
い
、

香
り
と
い
い
、
こ
く
、
濃
さ
と

い
い
、
最
高
の
酢
と
し
て
名
高

い
で
す
。
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
一
度

山
西
省
へ
来
て
く
だ
さ
い
。

　

香
美
市
は
暮
ら
し
や
す
い
町

で
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
は
温
か

く
て
優
し
い
で
す
。
先
日
は
着

物
を
着
る
機
会
が
あ
り
、
感
激

し
ま
し
た
。
香
美
市
の
皆
さ

ん
、
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

香美史

記訪探
第２１回
遍路道と遍路小屋
（土佐山田町戸板島
　　　　　　～松本）

45

　　 　　
馬 

瑞
青　　　　　　　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
国
・
山
西
省
）

マ
ー  

ル
イ
チ
ン

広報かみ平成広報かみ平成２２年２年１２月号２月号広報かみ平成２３年２月号 広報かみ平成２３年２月号２５ ２４

◆
ビ
ュ
ー
テ
ィ
＆
コ
キ
ー

ズ
演
奏
会

　

今
回
の
演
奏
会
は
、
懐
か
し

い
童
謡
・
唱
歌
や
愛
唱
歌
の
他

に
、
ピ
ア
ノ
演
奏
や
ア
カ
ペ
ラ

で
の
演
奏
も
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
友
情
出
演
と
し
て
、
関
西

地
方
で
コ
キ
ー
ズ
同
様
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
演
奏
活
動
し
て
い

る
５
名
の
男
性
コ
ー
ラ
ス
グ
ル

ー
プ
『
ふ
る
さ
と
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
』
の
演
奏
や
コ
キ
ー
ズ
と
の

合
同
演
奏
も
行
い
ま
す
。
こ
の

ほ
か
、
『
楽
し
く
み
ん
な
で
歌

い
ま
し
ょ
う
』
コ
ー
ナ
ー
も
あ

り
ま
す
。

【
日
時
】
３
月
13
日
（
日
）

14
時
開
演

【
場
所
】
中
央
公
民
館

※

入
場
料
無
料

【
演
奏
予
定
曲
】

ア
ヴ
ェ
・
ヴ
ェ
ル
ム
・
コ
ル
プ

ス
、
故
郷
、
椰
子
の
実　

他

【
問
い
合
わ
せ
先
】

三
谷　

誠
郎
☎
52

・

４
８
３
２

　４月号から、『誕生日おめでとう』と

題して、満１～３歳の誕生日を迎えるお

子さん（市内在住）

を紹介するコーナー

を始めます。今回募

集対象となるのは、

平成２０～２２年の５

月生まれのお子さん

です。掲載を希望さ

れる方はお問い合わ

せください。

■応募締切

　３月１８日（金）

【問い合わせ先】企画課　☎５３－３１１４

　　
作：山田高校マンガ部

新企画

誕生日を迎えられるお子さんの
写真を募集します

掲　

示　

板

掲載イメージ

香美　次郎ちゃん
（３歳・　宝町）

　　
山

か み　　  じろう

写　真写　真写　真

毎日元気に遊んでます！毎日元気に遊んでます！毎日元気に遊んでます！

編

松本大師堂松本大師堂松本大師堂

工場

松本大師堂

源通寺
卍

土佐山田町松本

南国市

土佐山田町中野高架橋高架橋高架橋

国道１９５号

広域農道

至　南国バイパス

至　

県
道
前
浜
植
野
線

１

３

２
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